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このドキュメントには、Oracle System Monitoring Plug-in for EMC CLARiiON System
に関する簡単な説明、プラグインでサポートされるバージョンの詳細、およびプラグイン
のインストールの前提条件が記載されています。また、プラグインのダウンロード、イン
ストール、検査および検証方法の手順と、既知の問題も記載されています。

メトリックしきい値の設定方法の詳細は、EMC CLARiiON プラグインのホームページ
で、「関連リンク」セクションの「メトリックとポリシー設定」リンクをクリックし、オ
ンライン・ヘルプにアクセスしてください。

構成ユーティリティの使用方法の詳細は、EMC CLARiiON プラグインのホームページ
で、「構成」セクション内のリンクのいずれかをクリックし、オンライン・ヘルプにアク
セスしてください。

1 説明説明説明説明
System Monitoring Plug-in for EMC CLARiiON System は、Oracle Enterprise Manager 
Grid Control を拡張して、EMC CLARiiON System の管理をサポートする機能を追加す
るものです。Grid Control 環境にプラグインをデプロイすると、次の管理機能を取得でき
ます。

� EMC CLARiiON System の監視。

� 様々なストレージ・コンポーネントのストレージ構成情報とパフォーマンス情報の収
集。

� 監視データおよび構成データに設定されたしきい値に基づくアラートおよび違反の表
示。

� 収集データに基づいた、ユーザー・インタフェースに関する豊富なレポートの提供。
レポートの詳細は、「レポート」を参照してください。

� リモート・エージェントによる監視のサポート。リモート監視の場合、EMC 
CLARiiON System と同じコンピュータ上にエージェントを配置する必要はありませ
ん。

2 サポートされるバージョンサポートされるバージョンサポートされるバージョンサポートされるバージョン
このプラグインでは、次のバージョンの製品がサポートされます。

� Enterprise Manager Grid Control 10g リリース 3 以上の管理サービス

� Enterprise Manager Grid Control 10g リリース 3 以上の、Linux 上のエージェント
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3 前提条件前提条件前提条件前提条件
プラグインをデプロイする前に、次の前提条件を満たす必要があります。

� Oracle Enterprise Manager Grid Control 10g リリース 2 以上のシステムおよびエー
ジェント。

� EMC NaviCLI 6.24.0 以上。

� Oracle Management System（OMS）リリース 10.2.0.3 以上（関連パッチを含む）。

� オペレーティング・システム・ユーザー（oracleなど）が作成済であること。

� オペレーティング・システム・ユーザー（oracleなど）が
/etc/Navisphere/agent.config内の agent.configファイルに追加されてい
ること。次に例を示します。

user oracle@hostname

� 現行ホストへのログインに使用するユーザー名がセキュリティ・ファイルに追加され
ていること。たとえば、代替ユーザー名が altusername、パスワードが mypass、
スコープが 0（グローバル・スコープ）の場合、現行ホストのセキュリティ・ファイ
ルに自分自身を追加するには、次のように入力します。

naviseccli -AddUserSecurity -password mypass -scope 0 -user altusername

ここで、-AddUserSecurityは、ユーザー・セキュリティ情報をこのホストのセ
キュリティ・ファイルに追加するように CLI に指示します。-passwordは、ユー
ザー名 altusernameのパスワードを指定します。エージェントがユーザー
altusernameに対して構成されている必要があります。また、-scopeは、ログイ
ン先のストレージ・システムのユーザー・アカウントがローカルかグローバルかを指
定します。altusernameが指定されていない場合、現在ログインしているユーザー
が naviseccli ユーザーとして追加されます。前述のコマンドで指定するパスワード
は、そのユーザーのパスワードにする必要があります。

� （Enterprise Manager 10.2.0.3 の場合）Oracle Management Service にパッチ 5844887
が適用され、レポート内でのデータのフィルタリングが有効になっていること。

� （Enterprise Manager 10.2.0.3 の場合）エージェントにパッチ 6113649 が適用され、
EMC CLARiiON デバイスが表示されるようになっていること。

� （Enterprise Manager 10.2.0.3 の場合）EMC power path が構成されているホストに
エージェント・パッチ 6269838 が適用されていること。データベース、ASM および
ホストのマッピング・レポート内に EMC power path デバイスを表示するには、こ
のパッチを適用する必要があります。

注意注意注意注意 : EMC CLARiiON System プラグインは Linux エージェントにのみデ
プロイ可能です。Windows にはデプロイできません。

注意注意注意注意 : ユーザーをセキュリティ・ファイルに追加するには、oracleとして
ログインしている必要があります。
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4 プラグインのデプロイプラグインのデプロイプラグインのデプロイプラグインのデプロイ
前提条件を満たしていることを確認した後、次の手順に従ってプラグインをデプロイしま
す。

1. EMC CLARiiON System プラグインのアーカイブを、ブラウザを起動しているデス
クトップまたはコンピュータにダウンロードします。アーカイブは、Oracle 
Technology Network（OTN）からダウンロードできます。 

2. スーパー管理者として Enterprise Manager Grid Control にログインします。

3. Grid Control ホームページの右上隅にある「設定」「設定」「設定」「設定」リンクをクリックし、次に「設
定」ページの左側にある「管理プラグイン」「管理プラグイン」「管理プラグイン」「管理プラグイン」リンクをクリックします。

4. 「インポート」「インポート」「インポート」「インポート」をクリックします。

5. 「参照」「参照」「参照」「参照」をクリックしてプラグインのアーカイブを選択します。

6. 「リスト・アーカイブ」「リスト・アーカイブ」「リスト・アーカイブ」「リスト・アーカイブ」をクリックして、選択したアーカイブのプラグインを表示し
ます。

7. プラグインを選択して「「「「OK」」」」をクリックします。

8. プラグインのデプロイ先のエージェントすべてに優先資格証明を設定したことを確認
します。

9. 「管理プラグイン」ページで、EMC CLARiiON System プラグインの「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」「デプロイ」列
のアイコンをクリックします。管理プラグインのデプロイ・ウィザードが表示されま
す。

10. 「エージェントの追加」「エージェントの追加」「エージェントの追加」「エージェントの追加」をクリックして、プラグインのデプロイ先のエージェントを
1 つ以上選択します。ウィザードが再び表示され、選択したエージェントが表示され
ます。

11. 「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックし、「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックします。

優先資格証明が設定されていないというエラー・メッセージが表示された場合、「プ
リファレンス」ページに移動してエージェント・ターゲット・タイプの優先資格証明
を追加します。

5 監視対象インスタンスの追加監視対象インスタンスの追加監視対象インスタンスの追加監視対象インスタンスの追加
プラグインを正常にデプロイした後、プラグイン・ターゲットを集中監視および管理する
ために、次の手順に従って Grid Control に追加します。

1. EMC CLARiiON System プラグインをデプロイしたエージェントのホームページで、
「追加」「追加」「追加」「追加」ドロップダウン・リストから EMC CLARiiON System ターゲット・タイプを
選択し、「実行」「実行」「実行」「実行」をクリックします。

EMC CLARiiON System の追加ページが表示されます。

2. パラメータに次の情報を入力します。

� 名前名前名前名前 : プラグイン・インスタンスの名前

� NavisecCLI の場所の場所の場所の場所 : naviseccli のインストール場所（たとえば、
/opt/Navisphere）

� CLARiiON IP（（（（SP A））））: ストレージ・プロセッサ A の IP アドレス

� CLARiiON IP（（（（SP B））））: ストレージ・プロセッサ B の IP アドレス

� NaviCLI ホスト・ユーザーホスト・ユーザーホスト・ユーザーホスト・ユーザー : naviseccli コマンドの実行を許可されたオペレー
ティング・システム・ユーザー（たとえば、oracle）

� NaviCLI ホスト・パスワードホスト・パスワードホスト・パスワードホスト・パスワード : オペレーティング・システム・ユーザーのパス
ワード
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3. 「接続テスト」「接続テスト」「接続テスト」「接続テスト」をクリックして、入力したパラメータが正しいことを確認します。 

4. 接続テストが成功した場合、手順 2 の暗号化されたパラメータを再入力して、「「「「OK」」」」
をクリックします。

6 SNMP イベント用のプラグインの構成イベント用のプラグインの構成イベント用のプラグインの構成イベント用のプラグインの構成
次の手順に従って、SNMP イベントに関する通知が出されるようにテンプレートを構成
します。

1. Navisphere ユーティリティで、「モニター」「モニター」「モニター」「モニター」タブの「テンプレート」フォルダを右ク
リックし、「構成ウィザード」「構成ウィザード」「構成ウィザード」「構成ウィザード」を選択します。

2. イベント・モニター・ウィザードで、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

3. イベント・モニター・タイプの選択画面で、テンプレートの名前を指定し、分散監視分散監視分散監視分散監視
を選択します。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

4. 分散監視画面で、監視対象のストレージ・システムを選択し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックし
ます。

5. カテゴリ別にイベントを選択画面で、レスポンスを発生させるイベントを選択し、
「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

6. 重大度別にイベントを選択画面で、レスポンスを発生させるイベントを選択し、「次「次「次「次
へ」へ」へ」へ」をクリックします。

7. レスポンスの選択画面で、SNMP トラップの送信トラップの送信トラップの送信トラップの送信を選択し、「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックしま
す。

8. SNMP 画面の SNMP 管理ホスト管理ホスト管理ホスト管理ホスト・フィールドで、Enterprise Manager エージェント
が実行されているホストの名前を、次のようにポート番号で区切って指定します。

hostname:portnumber

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ・フィールドに Public と入力します。「次へ」「次へ」「次へ」「次へ」をクリックします。

9. 「サマリー」画面で、「終了」「終了」「終了」「終了」をクリックします。

7 プラグインの管理プラグインの管理プラグインの管理プラグインの管理
セキュリティの理由上、SYSMANアカウントは、他のアカウントを作成するためのテンプ
レートとしてのみ使用し、直接使用しないようにすることをお薦めします。

したがって、プラグインを管理するには、まずロールと管理者を作成し、その後その管理
者にロールを割り当てる必要があります。これにより、各ユーザーが持つ権限（プラグイ
ンの削除やレポートへのアクセスなど）を制限できます。

ユーザーに管理権限を割り当てるには、この項で示す手順に従ってください。

1. Enterprise Manager Grid Control に SYSMANとしてログインします。

2. 「設定」「設定」「設定」「設定」をクリックします。

注意注意注意注意 : NavisecCLI の場所を指定するとき、パス名内に binを指定しないで
ください。binディレクトリは、PL スクリプトの実行時に付加されます。

注意注意注意注意 : プラグインをデプロイして、環境内で 1 つ以上のターゲットを監視す
るように構成した後、プラグインの監視設定をカスタマイズできます。これ
により、環境の特別な要件を満たすようにメトリックの収集間隔およびしき
い値の設定を変更できます。メトリックの収集を 1 つ以上無効にした場合、
メトリックなどに関するレポートに影響を与える可能性があります。 
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「設定」ページが表示されます。

3. ロールを作成するには、「ロール」「ロール」「ロール」「ロール」をクリックします。操作方法がわからない場合は、
「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリックしてください。

4. 管理者を作成するには、「管理者」「管理者」「管理者」「管理者」をクリックします。操作方法がわからない場合は、
「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」「ヘルプ」をクリックしてください。

新規作成した管理者でログインすると、SYSMANの場合とは異なり、管理者の権限は一定
の権限セットに制限されています。

例例例例 1

スーパー管理者である Susan は、ターゲット・データベース・インスタンス sifsdbを
Maria が参照できるようにします。 

Maria がレポートにアクセスするとき、データベース・ターゲットの参照権限が Maria
に対して設定されていないと、sifsdbに対応する行はレポートに表示されません。した
がって、Maria が sifsdbを参照できるようにするには、次の方法で Susan が権限を設
定する必要があります。

1. Enterprise Manager Grid Control を起動し、「設定」ページで「ロール」「ロール」「ロール」「ロール」を選択しま
す。

2. 「ロールの作成」ページを使用して、Maria に割り当てるためのロールを作成します。

3. 「ロールの作成 : プロパティ」ページで、ロールの名前を Maria_Roleと指定しま
す。

4. 「ロールの作成 : ロール」ページで、Maria に適用する既存のロールを選択します。

5. 「ロールの作成 : システム権限」ページで、Maria に割り当てる権限を選択します。

6. 「ロールの作成 : ターゲット」ページ（図 1）で、使用可能なターゲットの一覧から
ターゲット sifsdbを選択します。

図図図図 1 ターゲットの選択ターゲットの選択ターゲットの選択ターゲットの選択
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7. 「ロールの作成 : ターゲット権限」ページ（図 2）で、ロールに対して View権限を選
択します。これにより、Maria が該当のターゲットを参照できるようになります（こ
のロールを付与された場合）。

図図図図 2 View 権限の割当て権限の割当て権限の割当て権限の割当て

8. 「ロールの作成 : 管理者」ページ（図 3）で、Maria にロールを付与します。 

図図図図 3 ロールの付与ロールの付与ロールの付与ロールの付与

8 プラグインの検査および検証プラグインの検査および検証プラグインの検査および検証プラグインの検査および検証
プラグインでデータの収集が開始するまで数分間待機した後、次の手順を使用して、プラ
グイン・ターゲットが Enterprise Manager で適切に監視されていることを検査および検
証します。

1. エージェントのホームページの「監視ターゲット」表で、EMC CLARiiON System
ターゲット・リンクをクリックします。

EMC CLARiiON System のホームページが表示されます。

2. 「メトリック」表に、メトリック収集エラーが報告されていないことを確認します。

3. 「レポート」「レポート」「レポート」「レポート」プロパティ・ページを選択して、レポートが表示されていること、およ
びエラーが報告されていないことを確認します。
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4. 「構成」セクションの「構成の表示」「構成の表示」「構成の表示」「構成の表示」リンクをクリックして、構成データが表示され
ていることを確認します。

構成データがすぐに表示されない場合は、「構成の表示」ページで「リフレッシュ」「リフレッシュ」「リフレッシュ」「リフレッシュ」
をクリックします。

9 プラグインのアンデプロイプラグインのアンデプロイプラグインのアンデプロイプラグインのアンデプロイ
プラグインをエージェントからアンデプロイするには、次の手順を実行します。

1. スーパー管理者として Enterprise Manager Grid Control にログインします。

2. 「ターゲット」「ターゲット」「ターゲット」「ターゲット」タブを選択して、次に「すべてのターゲット」「すべてのターゲット」「すべてのターゲット」「すべてのターゲット」サブタブを選択します。
「すべてのターゲット」ページが表示されます。

3. EMC CLARiiON System プラグイン・ターゲットを選択して「削除」「削除」「削除」「削除」をクリックし
ます。この手順は、プラグインのすべてのターゲットに対して実行する必要がありま
す。

4. プラグインのデプロイ先のエージェントに優先資格証明が設定されていることを確認
します。

5. 「すべてのターゲット」ページの右上隅にある「設定」「設定」「設定」「設定」リンクをクリックし、次に
「設定」ページの左側にある「管理プラグイン」「管理プラグイン」「管理プラグイン」「管理プラグイン」リンクをクリックします。

「管理プラグイン」ページが表示されます。

6. EMC CLARiiON System プラグインの「アンデプロイ」「アンデプロイ」「アンデプロイ」「アンデプロイ」列のアイコンをクリックし
ます。

「管理プラグインのアンデプロイ」ページが表示されます。

7. EMC CLARiiON System プラグインに現在デプロイされているエージェントをすべ
て選択して「「「「OK」」」」をクリックします。 

プラグインを Enterprise Manager から完全に削除するには、システムのすべての
エージェントからアンデプロイする必要があります。

8. 「管理プラグイン」ページで EMC CLARiiON System プラグインを選択して、「削除」「削除」「削除」「削除」
をクリックします。

10 レポートレポートレポートレポート
この項では、様々なストレージ・コンポーネントについて EMC CLARiiON System プラ
グインが収集したストレージ構成情報やパフォーマンス情報を基に生成されるレポートに
ついて説明します。

表表表表 1 レポートレポートレポートレポート

レポートレポートレポートレポート 説明説明説明説明 目的目的目的目的

CLARiiON 構成サ

マリー

Clariion アレイ、ストレージ・プロ

セッサ、RAID グループおよびスト

レージ・グループの構成の全体像を
表示します。 

CLARiiON アレイとそのコンポー

ネントの全体像を取得すること。

CLARiiON 利用状

況サマリー

CLARiiON ストレージ・システムの

利用状況に関する情報をレポートし
ます。 

ストレージ全体の容量と領域割当
てに関する情報に加え、そのスト
レージ・システムを使用している
すべてのデータベース、ASM イ

ンスタンスおよびホストのスト
レージ割当て情報を取得するこ
と。
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データベース・

ファイルと
CLARiiON スト

レージ・デバイス
のマッピング

表領域、データファイル、ASM ディ

スク・グループなど、ストレージ・
デバイス上にあるデータベース・コ
ンポーネントへのマッピングをレ
ポートします。

ストレージ・デバイス上にある表
領域およびデータファイルの場所
を確認すること。

CLARiiON スト

レージ・デバイス
とデータベース・
ファイルのマッピ
ング

ストレージ・デバイスを使用してい
る表領域およびデータファイルの、
各ストレージ・デバイスへのマッピ
ングをレポートします。

ストレージ・デバイスを利用して
いる 1 つ以上のデータベースに含

まれる表領域およびデータファイ
ルのリストを確認すること。

ホスト・ファイ
ル・システムと
CLARiiON スト

レージ・デバイス
のマッピング

ストレージ・デバイス上にあるホス
ト・ファイル・システムのレイアウ
トをレポートします。

 ストレージ・デバイス上にあるホ

スト・ファイル・システムの場所
を確認すること。

ASM ディスク・

グループと
CLARiiON スト

レージ・デバイス
のマッピング

ディスク・グループや ASM ディスク

など、ストレージ・デバイス上にあ
る ASM コンポーネントへのマッピン

グをレポートします。 

ストレージ・デバイス上にある
ASM コンポーネントの場所を確

認すること。

ホスト・ボリュー

ムと CLARiiON
ストレージ・デバ
イスのマッピング

ストレージ・システム上にあるホス
ト・ボリュームへのマッピングをレ
ポートします。 

ストレージ・デバイス上にあるホ
スト・ボリュームの場所を確認す
ること。

CLARiiON スト

レージ・デバイス
とホスト・ボ
リュームのマッピ
ング

異なるホスト上にある複数のボ
リュームについて、対応するスト
レージ・システムへのマッピングを
レポートします。

ストレージ・システムと、異なる
ホスト上の対応するボリュームの
場所を確認すること。

ホスト・ボリュー

ムと CLARiiON
ストレージ・デバ
イスのパフォーマ
ンス統計

ストレージ・デバイスのパフォーマ
ンス詳細と、ストレージ・デバイス
上のホスト・ボリュームへのマッピ
ングをレポートします。

ストレージ・デバイスのパフォー
マンスを確認すること。

CLARiiON スト

レージ・グルー
プ・サマリー

EMC CLARiiON System で使用可能

なストレージ・グループ内のホスト
およびホストにアクセス可能な LUN
を表示できるようにします。 

EMC CLARiiON System 内に存在

する各ストレージ・グループ内の
ホストおよび LUN を表示するこ

と。

CLARiiON LUN
のパフォーマンス
統計

過去 24 時間以内に収集されたスト

レージ・デバイスのパフォーマンス
統計をレポートします。 

読取りスループット、書込みス
ループット、読取りバンド幅およ
び書込みバンド幅を確認するこ
と。

CLARiiON 
MetaLUN のパ

フォーマンス統計

過去 24 時間以内に収集されたスト

レージ・デバイスのパフォーマンス
統計をレポートします。 

読取りスループット、書込みス
ループット、読取りバンド幅およ
び書込みバンド幅を確認するこ
と。

CLARiiON ディス

クのパフォーマン
ス統計

過去 24 時間以内に収集された物理

ディスクのパフォーマンス統計をレ
ポートします。データが収集された
期間中における、ディスクの全体的
なパフォーマンスがグラフで示され
ます。 

読取りスループット、書込みス
ループット、読取りバンド幅およ
び書込みバンド幅を確認するこ
と。

表表表表 1 レポート（続き）レポート（続き）レポート（続き）レポート（続き）

レポートレポートレポートレポート 説明説明説明説明 目的目的目的目的
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11 トラブルシューティング・シナリオトラブルシューティング・シナリオトラブルシューティング・シナリオトラブルシューティング・シナリオ

メトリック収集エラーメトリック収集エラーメトリック収集エラーメトリック収集エラー

メトリック収集エラーが発生した場合は、EMC NaviCLI 6.14 以上が実行されていること
を確認してください。

12 既知の問題既知の問題既知の問題既知の問題
� ASMLib（たとえば、ORCL:*）を介して検出されたディスクを使用して作成された

ASM ディスクグループのマッピングは、サポートされていません。

� EMC CLARiiON スナップショット・セッションが実行されているときは、ストレー
ジ・グループ・サマリー・レポートが適切に表示されません。

13 ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ド
キュメントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメン
トには、ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれていま
す。HTML 形式のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセス
できるようにマークアップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社
はドキュメントをすべてのお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベン
ダーと積極的に連携して技術的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティ
についての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト
http://www.oracle.com/accessibility/ を参照してください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合があ
ります。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし JAWS
は括弧だけの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイ
トへのリンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それら
の Web サイトのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

Oracle サポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへの TTY アクセスアクセスアクセスアクセス

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話
（TTY）アクセスが提供されています。TTY サポートについては、 (800)446-2398 にお電話
ください。

14 サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。 

Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス
オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・サービスへの連絡方法の詳
細は、次の URL を参照してください。 

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル
製品のマニュアルは、次の URL にあります。 

http://otn.oracle.co.jp/document/
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研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング
研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。 

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報
オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してくだ
さい。 

http://www.oracle.co.jp 
http://otn.oracle.co.jp 

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の情
報については、前述の URL を参照してください。
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